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栃木農試研報No23：113〜118（1977）

イチゴのウイルス病に関する研究

第1報　イチゴに寄生するアブラムシの種類と生態

合田健二・大兼善三郎・手塚徳弥

　　　1　緒　　言

　アブラムシ類は古くからイチゴの重要害虫と

して知られ，直接の害としての吸汁害や，甘露

を排出したり，脱皮がらを残して果実の商品価

値を低下させる．これらの直接害にくわえて，

何種類かのアブラムシはイチゴのウイルス病を

伝ぱする能力を持つことが知られている．近年

イチゴの栽培歴が古くなるにっれて，栽培管理

法の改善では解決できない草勢低下や生産力低

下の現象が現れてきた．これがウィルス病に起

因するものであることがわかってからは1・へ6・211

ウイルスフリー株の普及によってかなりの効果

　　　　　　　　　　　　　　　4，71

をあげられるようになってきているが　・アブ

ラムシによるウイルスフリー株の再汚染が新た

に重要な問題となってきた5）．

　このような問題をふまえて，ウイルス汚染防

止対策確立のための基礎資料を得るため，1973

〜1976年にイチゴに寄生するアブラムシの種類

やその生活史，発生消長等について県内主要イ

チゴ栽培地帯を中心に調査してきたので報告す

る．

　　　　　　　第1表

　　II　アブラムシの種類

　イチゴに寄生するアブラムシはHiguchi　and一

　　　ゆ

Miyazak1のカタログによればイチゴネァブラ

　　ユ　りエ　ラ　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　ン

ムシ　　，ワタアブラムシ・イチゴクギケアブラ

ムシ軌11’1ろ18｝の3種が知られていたが，イチゴケナ

　　ザハ　　　　　　　　　　　　　　　の

ガァフフムシがMiyazaklによって報告された．

その後，筆者ら篇4）は1973年から栃木県を中心

に調査を行ない，上記4種のほかにチューリッ

プヒゲナガアブラムシ，バラミドリアブラムシ，

ニワトコヒゲナガアブラムシ，ジャガイモヒゲ

ナガアブラムシ，モモアカアブラムシの寄生を

確認し報告した．その間，岐阜県農業試験場の

調査によりキイチゴヒゲナガアブラムシを含む

5種が報告され，田中22）はノイバラヒゲナガァ

ブラムシの発生例を報告している．

　以上の12種が現在までに日本でイチゴに発生

のみられたアブラムシであるが，次のような検

索表（無翅胎生雌虫）で分けることができた．

なお，アブラムシの和名は田中22）によった．

イチゴに寄生するアブラムシの検索表（無翅台生雌虫）

（1）　腹部第1，2節の気門は離れ，第1，7節に体側突起がある。………………………（2）

　　　腹部第1，2節の気門は接近し，第1，7節に体側突起はない。一…………一・…（3）

（2）　口ふんは後脚基節までの長さ。口ふん先端部の長さは後脚第2附節の1。0〜1．3倍．触角

　　　は6節（まれに5節）．……一一……・・…………一…・一・…一……1．　ワタアブラムシ

　　　ロふんの先端は後脚基節を越える．口ふん先端部の長さは後脚第2附節の1．5〜L7倍．触

　　　角は5節（まれに6節）．………………・………………一・………2．　イチゴネアブラムシ

（3）　体刺毛は釘状．体色は黄色〜淡黄色．全脚第1附節の刺毛数5：5：5……………（4）

　　　体刺毛は釘状でない．体色は黄色でない。………………一・…………・…・…・…………（5）

（4）　腹部背面には中央に2例の刺毛（spinal　setae）と，その左右に体側刺毛（pleural　setae）
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